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 現在、我が国の精神医療は「病院中心から地域生活中心へ」という大きな転換期を迎え
ております。少子高齢化に伴う人口減少、諸外国と比較して遅れている地域移行政策、障
害者権利委員会からの勧告など、様々な要因が背景にあります。しかしながら、当事者・
家族（国民）のニーズに合った当事者主体の精神医療・精神科病院の実現に向けて、我々
の運動をさらに推進していくことが不可欠です。 
 
 そのためにも、精神保健医療福祉の現場を含む様々な現状と今後の政策を深く理解して
いくことが求められます。この度の第 4 分科会は「現状とこれから」をテーマに、皆様と
共に議論を深める場となることを目的としています。つきましては、多くの方のご参加を
お待ちしています。 
 
●レポートの募集について 
 第 4 分科会では、精神医療の現場における現状について、幅広くレポートを募集いたし
ます。皆様からの貴重なご報告などから、「現状とこれから」を一緒に考え・共有しまし
ょう。 


